
そ
し
て
米
国
は
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
や
核
開
発
の
抑
止
を
中
国
に
頼
む
の
み
で
、
自

ら
は
解
決
で
き
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
テ
ロ
の
拡
散
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

各
国
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
へ
も
拡
散
、
近
づ
く
I

S
の
崩
壊
ヌ
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

I
S
の
封
じ
込
め
に
活
躍
し
て
い
る
ク
ル

ド
人
の
国
家
樹
立
問
題
が
、
西
ア
ジ
ア
の
新
た
な
大

問
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
広

い
ク
ル
ド
入
居
住
地
域
を
持
つ
日
本
の
友
好
国
、
ト

ル
コ
が
、
新
た
な
世
界
の
火
種
に
な
る
だ
ろ
う
。

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
話
題
か
ら
目
を
転
守
れ
ば
、

日
本
に
厳
し
い
現
実
世
界
が
あ
る

こ
の
半
年
間
は
、
世
界
の
構
造
変
化
を
象
徴
す
る

よ
う
な
ニ
ュ

ー
ス
が
目
白
押
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

メ
デ
ィ
ア
は
森
友

・
加
計
学
園
問
題
、
稲
田
前
防
衛

相
問
題
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
国
民
を
釘
付
け
に
し
、

方
向
音
痴
に
さ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
半

年
間
の
世
界
の
主
要
な
動
き
を
、
ご
く
簡
単
に
概
観

し
て
み
よ
う
。

米
国
の
凋
落
と
中
国
の
台
頭

第
一
に
、
米
国
の
凋
落
と
、
中
国
の
台
顕
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
以
来
、
米
国
の
混
乱
ぶ

り
は
前
代
未
聞
、
真
に
呆
れ
る
限
り
の
も
の
だ
が
、

中
で
も
気
候
変
動
対
策
の
国
際
的
枠
組
み
、
「
パ
リ

協
{
亙
か
ら
の
離
脱
は
、
人
類
の
将
来
に
暗
い
影
を

落
と
し
、
米
国
が
世
界
各
国
か
ら
見
下
さ
れ
た
出
来

事
だ
っ
た
。
理
想
に
燃
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
す

若
き
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
と
、
確
固
た
る
信
念
を
貫

く
実
績
の
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
が
か
っ
ち
り
と
手
を
握

っ
て
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
り
、
米
国
は
完

全
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
っ
た
。

米
の
地
位
低
下
は
、
大
統
領
が
交
代
す
れ
ば
す
ぐ

元
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。
予

想
に
反
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
出
現
し
た
背
景
、

す
な
わ
ち
米
国
社
会
の
癒
し
が
た
い
格
差
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
の
孤
立
を
い
と
わ
な
い
「
ア
メ
リ
カ
第

こ

の
利
己
主
義
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ト
ラ
ン

プ
氏
個
人
の
資
質
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
格

差
問
題
は
自
由
競
争
が
前
提
の
資
本
王
義
の
帰
結
で

あ
る
か
ら
、
米
国
建
国
の
自
由
と
平
等
の
理
念
を
大

幅
に
修
正
し
な
い
限
り
育
切
に
は
解
決
で
き
な
い
。

一
方
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
の
人
工
島
を
基
地
化
す

る
と
同
時
に
、
尖
閑
諸
島
近
海
へ
の
進
出
を
常
態
化

し
て
い
る
。
恩
球
匂
遡
り
領
海
侵
犯
が
日
本
で
は
ニ
ュ

ー
ス
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

尖
閣
諸
島
侵

攻
は
現
実
的
な
危
機
と
な
っ
て
迫
っ
て
い
る
。
一

帯

一
路
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
経
済
圏
構
想
は
着
々
と
進
展

し
、
呼
応
す
る
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
へ
の
参

加
国
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
参
〆
加
国
を
凌
駕
し、

主
要

国
の
不
参
茄
は
米
、
日
本
、
メ
キ
シ
コ
の
み
と
な
っ

た
。
一

党
独
裁
、
強
権
的
な
中
国
の
体
制
は
、
今
の

と
こ
ろ
効
率
よ
く
大
躍
進
の
道
を
蕎
進
し
て
い
る
。

問
題
解
決
で
き
な
い
日
本
と
世
界
の
三
十
年
後

日
本
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
積
年
の
未
解
決
課
題
が

解
決
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り

一
層
悪
化
し
て
い
る
。

唯

一
の
被
爆
国
日
本
の
悲
願
で
あ
っ
た
核
禁
止
条

約
に
、

国
民
的
な
議
論
も
な
く
不
参
加
と
し
た
体
た

ら
く
ぶ
り
は
、
世
界
各
国
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ

た
だ
ろ
う
か
。
「平
和
国
家
と
し
て
の
日
本
の
基
本

的
な
立
場
は
放
棄
し
て
い
な
い
」
と
い
く
ら
主
張
し

て
み
て
も
誰
か
ら
も
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の

上
、
経
済
力
は
衰
え
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
日
本

国
の
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
ゼ
ロ
に
近
い
。



そ
し
て
、
年
金
問
題
と
財
政
破
綻
、
解
決
策
の
は

ず
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
い
っ
こ
う
に
機
能
せ
ず
、
各

国
の
株
価
が
上
昇
す
る
中
、
日
本
の
み
が
取
り
残
さ

れ
て
い
る
。
日
銀
の
超
緩
和
政
策
の
麻
薬
効
果
は
す

で
に
消
滅
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
収
束
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
財
政
赤
字
は
、
ま
さ
に
崖

つ
ぶ
ち
ま
で
来
て
い
る
が
、
政
治
家
や
国
民
は
今
日

の
安
逸
を
ふ
貝
り
、
国
蛤
新
嘗
胆
の
道
を
選
ぼ
う
七
は
し

な
い
。
国
債
が
あ
る
日
突
然
暴
落
し
、
経
済
が
破
綻

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た

P
W
C
(プ
ラ
イ
ス
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス

・
ク
!
パ

l
ス
)
に
よ
る
「
二

O
五
O
年
の
世
界
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
日
本
を
取
り
巻

く
環
境
を
理
解
し
、
将
来
を
考
え
る
、
?
え
で
示
唆
に

購買力平価換算の各国のGDP予測
単位=10億ドル

PWCレポートより作成

中国58，499

インド44，128
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40000 
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富
む
内
容
だ
っ
た
。
三
十
年
後
は
、
新
興
国
経
済
が

予
想
以
上
の
速
度
で
急
成
長
を
遂
げ
、
今
日
と
は
全

く
異
な
る
世
界
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

主
要
国
の
G
D
Pを
購
買
力

平
価

(p
p
p
)
で
調
節
し
て
測
定
し
、

二
O
五
O

年
ま
で
を
予
測
し
て
い
る
。
人
口
動
態

・
資
本
投

資

・
教
育
水
準

・
技
術
進
歩
が
も
た
ら
す
傾
向
を
考

慮
に
い
れ
て
い
る
と
い
う
。

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
今
日
す
で
に
中
国
経
済
は
、

購
買
力
平
価
ベ

l
ス
で
は
米
国
を
超
え
て
い
る
が
、

十
年
後
の
二
O
三
O
年
に
は
、
米
国
の
お
よ
そ
二
倍

近
い
規
模
と
な
る
。
さ
ら
に
、

二
O
五
O
年
に
は
イ

ン
ド
も
米
国
を
抜
き
、
米
国
の

一
・
三
倍
の
規
模
と

な
り
、
中
印
米
が
三
大
経
済
圏
と
な
る
。
日
本
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ロ
シ
ア

に
も
抜
か
れ
て
八
位
、
中
国
の
九
分
の

一
ぐ
ら
い
の

規
模
に
な
る
と
の
予
想
で
あ
る
。

再
考
す
べ
き
日
本
の
あ
り
方

2030年

以
上
は
、
も
ち
ろ
ん
周
知
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
経

済
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
単
な
る
予
想
に
過
ぎ
な
い

が
、
厳
し
い
日
本
の
現
状
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
る

に
は
十
分
す
ぎ
る
。

何
よ
り
、
隣
国
中
国
が
米
国
よ
り
は
よ
ほ
ど
強

大
な
超
大
国
と
な
る
中
、
日
米
同
盟

一
本
で
日
本

が
生
き
て
い
け
る
の
か
と
い
う
潔
工
且
な
疑
問
が
湧

く
。
「中
国
の
冊
邦
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は

絶
対
嫌
だ
」
と
拒
否
し
続
け
て
、
安
全
保
障
を
担

2016年

保
で
き
る
の
か
。
仏
独
伊
の
大
国
に
挟
ま
れ
た
ス
イ

く
み

ス
は
、
大
国
に
与
せ
ず
、
国
連
に
も
加
入
せ
ず
、
永

世
中
立
を
堅
持
し
て
世
界

一
の
一
人
当
た
り
国
民
所

得
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
秘
密
を
も
う

一
度
よ
く

研
究
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
、
つ
。

一
方
、
経
済
面
で
は
、
従
来
か
ら
と
っ
て
き
た
経

済
成
長
至
上
主
義
の
考
え
方
、
そ
れ
に
基
づ
く
大
量

消
費

・
拡
大
政
策
が
日
本
に
有
効
な
の
か
、
は
な
は

だ
疑
問
だ
。
従
来
の
規
模
の
拡
大
を
前
提
と
し
た
景

気
刺
激
策
は
、
中
印
の
発
展
の
前
で
は
空
回
り
す
る

だ
け
だ
ろ
う
。
高
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
性
、
独
創
性
が

あ
る
商
品
開
発
が
な
け
れ
ば
太
万
打
ち
で
き
ま
い
。

ま
た
、
パ
イ
の
拡
大
が
な
か
っ
た
江
戸
時
代
に
発
達

し
た
精
神
的
な
考
え
方
や
理
念
も
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
例
え
ば
、
美
し
く
堅
牢
で
長
持
ち
す
る

物
や
修
理
の
文
化
、
物
欲
で
は
な
く
心
の
満
足
へ
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
単
純
な
経
済
拡
大
路
線
と
は
異
な

る
も
の
だ
。

日
本
に
は
、
総
理
追
及
ば
か
り
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
問
題
が
山
積
み
だ
。
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